議会運営委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成25年６月24日(月)　午前10時00分～午前11時59分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　佐野尚人　副委員長　さとうゆみ
委　員　青山直道　浅井たつお　伊藤祐司　加藤和男　
川合保生　水野とみ子
議　長　正木祥豊　副議長　加藤武

	
	執行部
	市長　総務部長　同次長

	
	事務局
	事務局長　同補佐　書記


１　あいさつ
(1)　議長
(2)　市長
２　議題
(1)　追加議案について
＜説明：総務部長＞
　　・議案第45号から議案第47号まで、及び同意案第２号から議案第３号まで
　　（議案の概要のとおり）
　＜説明：副委員長＞
　　・議員提出議案発議第５号
（2） 議事日程（第６号）について
　＜説明：事務局＞
　　（議事日程第６号のとおり）　　　
（3）川本勝幸議員の議員辞職願について
＜説明：事務局＞
　６月21日提出あり、６月26日付け辞職
（4）その他
　　（ア）議員報酬について
　　　　　各会派の意見の聞き取り
　（会　派）・　議長が特別職報酬等審議会（以下報酬審」という。）に諮問できるか分か
　　　　　　らないが、議会の意志をもって報酬審に諮ってもらうべき。議会が主導権を
　　　　　　持って進めていくべき。
　　　　　 ・　第三者機関の意見は必要。議会独自の報酬審を設置し、議員の報酬を決め
　　　　　　ている例はないとのことなので、議長から市長へ報酬審へ諮問してもらうよ
　　　　　　う依頼するしかないのか。
　　　　　 ・　議員が自分たちで報酬を決めるのは難しいため、報酬審のような第三者機関に委ねるのがよい。現状の報酬審の実施方法について、市長側との意見のすりあわせが必要だが、議会が主導権を握るために、新たに議員の報酬に特化した報酬審を設置する条例を作ることも視野に入れていきたい。　
　　　　　　　　現在の報酬審では、市長しか諮問ができないので、議員の報酬については議長あてに答申をしてもらい、その結果を尊重する方法も考えられる。
　　　　　　　報酬審は慣例的に毎年行われているが、本来は必要がある場合に開催されるべきもの。報酬審の招集ができるのは市長だけで、開催について議会と調整すべきであるし、議長から開催を依頼できるようにするべきである。
　　　　 ・ 　議会で新たに条例を制定するとなると時間がかかる。市長は報酬審の開催及び答申については議長に諮ることを申し合わせで決めてはどうか。
　　　　 ・　 再度話し合う時間がほしい。
（委　員）・　 議会が主導権を握るということであれば、議案を議会側で提案してもよいのでは。
（副委員長）・　 議員提案は可能か。
（事務局）・　 調査しないと分からない。瀬戸市では、期末手当に関しては議員提案で行っている。報酬については、調査した中で議員提案を行っている市町村はない。
（委　員）・　 主導権という意味では、議員が議案提出するのがよい。議長あてに答申してもらう。
（委員長）・　 市長側に対し議会運営委員会（以下「議運」という。）の意向を話すので、その結果を議運で改めて報告することでよろしいか。
（委　員）・　 市長側は、議案を提出して撤回した。市長からは、議員の報酬は議員で決めろと言われたのであるから、ある程度の方法論を固めたうえで市長側に話しに行くべき。
（議　長）・ 　議会として報酬審が設置できるのか。本当に主導権を持てるのか。議会の立場を決めないと、市長に話ができない。
（結　論）・　 議運として議論を深めた結果をもって、市長と話をすることとしたい。
　　　　 ・　 現状で法的に不明な部分は、正副委員長と事務局で調査を行い、次回の議運で報告する。
＜休憩　１１：００＞
＜再開　１１：０５＞
（イ）予算・決算審査について
　　各会派の意見の聞き取り
（会　派）・　 決算はそれぞれの委員会で審議していくことが重要。決算としての議決は決算委員会で行う。
　　　　 ・　 瀬戸市議会と尾張旭市議会は、予算については常任委員会で審査している。尾張旭市議会は、試行的に２年間、予算と決算の特別委員会を設置したが、やはり常任委員会の形に落ち着いている。違法でないなら、予算は常任委員会で行えば、三日間審査が可能。決算についても審査が二日間というのは短いと思われる。
　　　　 ・　 三重県議会や横須賀市議会では予算と決算の常任委員会を全員参加で実施しており、予算と決算の常任委員会の分科会で審査している。その後、各分科会の意見を持ち寄り、常任委員会で採決する。常にチェック体制を持ち続けるという意味で、こういった先進例を取り入れる方法もあるのではないか。
　　　　 ・　 決算については、会派の人数に応じて委員会を組織する方法でどうか。今後の審査方法については、別途方向性を考えていく。
　　　　 ・　 結論が出ていないので、改めて確認する。
（委　員）・　 予算、決算の特別委員会は、もともとなかった。当初は３日の審査としていたが、２日に短縮された。また、当初は１０人の委員で審査していたが、８人に減った。議会改革については、どこまで効果が期待できるかは不明であるが、一度やってみることが大切。
（委員長）・　 決算特別委員会を早期に設置し、早い時期から調査を行い、その精度を高めていくという方向性でよいか。早めの設置には、どのような方法があると考えられるか。
（委　員）・　 チェック機能を強化することは議運として合意できているが、そのための方法論の議論は結果に至っていない。もっと勉強することが必要。
（結　論）・　 先進地の事例について、正副委員長及び事務局から資料を提供する。
（ウ）議会改革について
　【議場へのパソコン等持込について】
（事務局）・　 東郷町議会の取り決め事項について報告。
（委員長）・　 東郷町議会のように、自己責任で試行的にやっていかないと課題がみつからない。簡単な取り決めを長久手市議会でも作っていってはどうか。
（副議長）・ 　東郷町議会において、罰則はあるのか。
（委員長）・ 　倫理条例で対応していると考えられる。
（委　員）・ 　奈良市議会では使用基準が定められており、その中には違反行為に対する措置が明記されている。使用基準の適用範囲は、議員・理事者・事務局職員・市政記者となっている。
（議　長）・ 　当市においても、使用基準を決めておくとよい。
（委員長）・ 　まずは議場に絞って試行していってはどうか。
（結　論）・ 　無線LANの電波を議場でも使用可能にするためには、どういった環境整備（費用）が必要か事務局調査。次回の議運で、各会派から使用基準の素案を持ち寄り検討する。
３　その他
（1）事務局報告
　　 議会報告会質問事項回答送付について
（2）次回会議は、別途日程調整を行う。
